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京都府画学校の校有品

松尾 芳樹

明治13年に開校した京都府画学校は､凹条派､円山派､文人画から西洋画に至るまで幅広

い絵画教育を行った｡この学校は明治22年に京都市に移管されるが､この時作成された校有

品記録により､当時の学校で使用された教材の概要を知ることができる｡失われたものは多い

が､現在も学校に遺された一部の資料は､教則のみではわからない教育の実態を伝えている｡

目録や遺された書籍､絵手本を見ると､今日の学校同様に様々な教材が教育を支えていたこと

がわかるが､専攻により教材の収集方針や使用方法は異なった｡文人画や西洋画の教育では､

書籍の役割が重視されたが､伝統的門流を継承する北宗､東宗では絵手本中心の教育になった

と考えられる｡

主要項目:京都府画学校 蔵書目録 絵手本 教科書 絵画教育
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1.はじめに

京都府画学校は明治 13年に京都御苑内に開校 した｡ 日本絵画の専門教育を行 う日本最初の

公立学校 として､夙に知 られている｡ しか し､その開校の意義については未だ不明な点が多い｡

先に画学校の教員と教則について考察 したが い､明治初期の混沌とした美術界の状況を反映 し

て､決 して見通 しの良いものではない｡

近世以後､日本絵画の教授が諸派の家塾あるいは画塾で行われてきたことは､言を伐たない｡

その教育活動を近代的教育組織である公立学校 という場で試みたのが京都府画学校である｡絵画

の専門教育を､異なる師系の画家が教則に従って共同教授する組織として構想 し､その実現を模

索 した点は､近代化の道程として評価 されてよい｡ しかし､門流の異なる画家が共同して指導に

あたるためには､教育の水準を定め､教程を分担する必要がある｡工房から近代制度としての学

校へ教育を移転するためには､教員も生徒も相応の変化を自得 しなければならなかった｡

京都府画学校を考察するために使用できる資料は､決 して多 くない｡それだけに､京都市立

美術工芸学校略年表編躯用の資料である ｢京都市立美術工芸学校沿革材料｣(以下 ｢沿革材料｣)

と､京都府画学校の教員出仕に関わる ｢画学校出仕人名簿｣｢創立以来旧職員履歴書綴｣の記

録は､意重である (ゴー｡これに加えて､画学校で使用された書籍や絵手本をはじめとする教育資

料 もまた､教則のみでは知ることのできない教育の実際を､我々に語 りかけるものとして注 目

すべ き対象となる｡

こうした断片的な資料を生理再編することは､画学校研究の基礎的作業 として避けられない｡

本稿では､画学校で用いられた教育資料について現l勘某の知見を整理 し､画学校の絵画教育に

おいて果たした役割を考察するものである｡

2.画学校の所有品

明治 22年 12月に府か ら市へ学校が移管されるに際 し､学校の所有品について現況を確認 し

た文書の控えが､｢沿革材料｣の中にある｡

画学校之有品取調

一 画幅 三十五点

一 画範 三十三点

一 語器 械 八十五点

- 書籍 九十点

- 褒状 頬 十点

計二百五十三点

この記録により､京郡市移管直前の京都府画学校には､253点の校有品があったことがわかる｡

旧准后盟御殿から織殿､元勧業場 と移転を繰 り返す京都府画学校が所有 していたものは､実に

この253点の物品で しかなかった｡これを多いと見るか､少ないと見るかは､視′酎 二より異な

るものとなる｡明治 13年 7月の開校から9年が経過 してお り､東宗､西宗､南宗､北宗の四
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つの専攻からなる四宗画学校は､すでに東洋画と西洋画を対置する二専攻-と生理統合されて

いた1㌔ 移転と改組によって落ち着く暇もない学校にとって､備品の充実と管理が､凶雑事で

あったことは想像に難くない｡

｢沿革材料｣にみる項目と点数のみの記述からでは､どのようなものを所蔵していたのか､

推測することすら雑しいが､辛いこれら校有品の内容を現在に伝える資料として大学に ｢明治

廿一年十二月未調査控現在校有品調査控｣(以下 ｢校有品調査｣)という簿冊が残されている｡

これは､先にも触れたように､京都市政の施行にともない､京都府画学校が京都市に移管され

ることになったために､移管対象となる物品を調査した記録である｡調査は移管の一年前に行

われているが､簿冊には調査報告書のような整えられた体裁はなく､調書を集めて紙桂で綴じ

ただけの冊子である｡この記録が､校有品中の教育資料に関わる部分に考察を加えることを可

能にさせた｡｢校有品調査｣の全文は末尾に掲げておく｡

｢校有晶調査｣には､｢沿革材料｣に掲げられた"番路"I-画 幅""褒賞""画範"の区分に対応
して､現有品の名称と員数が記されている｡当初は25紙からなっていたとするが､その構成

は不明であり､現在は'諸器械'●に対応する部分等が失われ､総紙数も13紙にすぎない｡加え

て､この記録は ｢沿革材料｣に記される点数が､実際には複数点からなるものを含む件数であ

ることを示している｡1件 1点の項目はあるが､1件が複数点により構成される例は多く､以

下全てを件数として扱う｡

まず"画幅‥の部は､｢沿革材料｣の記録35件に対し､｢校有品 調査｣には34件が日録化され
ている｡明治21年 10月24日に田能村直入から寄附されたばかりの書画類25件に､9件の絵

画資料を加えたものである｡直入からの寄贈絵画は全て現存し､その他の資料も9作中4件が

今も遺されている｡-'画範●●とは､絵手本のことで､｢沿革材料｣の記録33件に対し ｢校有品調査｣

には40件の品目が挙げられる｡"書籍一一は ｢沿革材料｣90件に対し､｢校有品調査｣では96件

の書Elがあり､"褒状類'●10件については､｢校有品調査｣に9件が挙げられる｡また､｢校有品

調査｣では失われている●●詣器械‥部については､直入寄贈品のうち茶器文房具頬が京都市美術

工芸学校期の備品台帳川に記入されているところから､目録の一部を補充することができる｡

｢校有晶調査｣のEl録は京都市移管に一年先行するものではあるが､｢廿二年十一月調/校有

晶取調事件｣とする表紙が 1件綴りに添えられているため､明治22年の移管直前まで､｢校有

晶調査｣の記録は利用されていたo｢沿革材料｣の数と比較して､最終的な調整に至る痕跡が
遺されていることや､''書籍"に明治22年に刊行された書物が含まれていることから"-''､ET録

は移管直前まで修訂されたものである｡従って､明治22年 12月時点の京都府画学校所蔵品の

状況は､この目録にきわめて近似するものと考えている｡

｢校有品調査｣のこのような概要から､=諸器械'●の一郭こそ不明ではあるが､当時の校有品

総数の3/4程度は､把握することが可能である｡画学校そのものは明治24年の京都市美術学校

改称まで継続するのだが､明治27年に京都市美術工芸学校に改称するまで､校有品の管理に

は混乱が生じており､その間の増減を時系列的に把握することは困難である｡その理由として､

この時期には西洋画科が廃止され､図案専攻が設置されるなどの大きな組織改編があったこと

や､管理の暖味さから ｢竜摘告台帳｣など記録類の情報に不明な点が多いことが挙げられる｡学
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校の校有品が本格的に管理されるようになるのは､京都市美術工芸学校の時代以後といってよ

い｡画学校時代は備品管理の面では黍明期であるo

画学校校有品の多 くは失われてしまったが､わずかなが ら残されているものがある｡｢校有

品調査｣の存在が､画学校で使用された教材を具体的に埋解する手掛か りとなり､その残存状

況を碓認できることは幸運といわなけjlばならない｡近世はおろか､近代初頭の画塾において

さえ､絵画の専門教育の現場を伝える記録は稀少である｡具体的な所蔵品日録は.当時の教場を､

限られた情報の中から想起させる貴重な資1gトである｡

画塾から学校へと､絵画教育の基盤を移転 しようとした当時の画家たちの思考を､校舎､教員､

規則､教材､生徒などといった切 り口から理解 しようとするとき､具体的校有品は様々な示唆

を与えてくれる｡実際､これらの資料は､これまで度々紹介される機会のあった絵手本のみな

らず､いま少 し幅広 く画学校における教材の概念を提示 しているのである｡

3.画学校の書籍日暮景

｢校有品調査｣の"書籍''の部は､明治前期の絵画の専門教育の中で書物がどのような役割を

果たしていたのかを伝える資料である｡その当時刊行され､流布 していた書物の内､何を以て

学校の教材に充てたのか､単に刊行書目にあたるだけでは分からない情報 といえる｡今日の学

校に図書館を欠 くことができないように､明治期の画学校においても書籍は教材 として利用さ

れた｡画学校時代の蔵書の管理については､台帳が遺されていないため､どのような方法で生

理運用 していたのか不明 6̀)だが､京都市移管後数年を経た京都市美術工芸学校時代の明治 29

年改 ｢書籍目録｣mが遺されているので､これを手掛か りに蔵書構成を読み解いてみたい｡

この明治 29年改 ｢書籍 目録｣の収録起点は明治 27年末頃におかれたと見られ､先行する目

録などを転記 したことが推測される｡現存する美術工芸学校の図書目録としては最も古いもの

と思われる｡内容は､分類別記載となってお り､以下の22項目により､蔵書が整理されている｡

1 考古学

5 工芸

9 有職故実

13 書法

17 予備科 (汚)

21 地理

2 画譜 3 画論 4 図案

6 史伝 7 史学 8 修身

10印譜 11 数学用器画 12 漢文

14 物語 15 和文 16 絵巻物

18 体操 19 博物 20 仏書

22 経書

学校は明治 27年に国から補助金を受けるようになり､この補肋金によって多 くの書籍や参考

資料を購入するようになる｡補助金の性格から､その的確な管理が求められたことは想像に難 く

ない.それまで暖味だった受け入れIjや価額の記入が以後碓実に行われているので､これ以前に

受け入れた書籍備品をある程度選別することができる｡画学校期の蔵書の受け入れ時期について､

明確なものはきわめて少なく､この明治29年改 ｢書籍Eは泉｣においても峻味なままであるo

先に述べたとお り､｢校有[]L=['=l調査｣が行われたのち､京都市に移管される明治 22J/PF12月ま
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での間に､校有品目録の修正が行われたと考えられるため､｢校有晶調査｣の内容は､概ね京

都府画学校蔵書の概要と見てさしつかえない｡もとより､予算の不十分な学校であったから､

参考図書を明確な方針のもと体系的に購入するのは困難であったことが推測される｡蔵書構成

には､結果として偏向が生じても仕方のない状況はあったが､その偏向にも理由は存在したは

ずである｡

｢校有品調査｣に見られる96件の書巨Ⅰのうち､重複記載されていると考えられる2件 別̀を除

く94件が京都府画学校の蔵書と考えられる｡このうち59件は明治29年改 ｢書籍目録｣にも

記載されており､これらが上記の区分に従って分類されている｡この分類方針に倣って他の図

書も分類し､94件全体の書目を一覧にしたのが表 1である｡このうち､ミセケシにされた5件

を割愛すると､｢沿革材料｣に示された点数に近似することになるため､両者の点数の違いは､

選択の結果であることわかる｡『絵画雑誌書』『絵画出品 目録』『学校規則書』については､あ
らたに作られた 『雑誌諸規則書類』に一括資料化さjlて点数に繰り込まれた可能性が高いが､

その内容については不明である｡明治29年改 ｢書籍目録｣には 『絵画叢誌』『国華』の名が見
らゴ1､｢校有晶調査｣が実施された当時すでに刊行が開始していた 『絵画叢話』はこの 『絵画

雑誌書』の中に含まれていた可能性があるだろう州｡

先に述べたとおり､｢校有品調査｣に記録された画学校蔵書のうち明治29年改 ｢書籍目録｣

の整理までに35件が廃棄もしくは紛失している｡さらに ｢校有晶調査｣には後輩で ｢ナシ｣

と朱筆されたものが35件あり､その中には明治29年改 ｢書籍目録｣に記載されているものが

3件含まれているから､明治27年以後も廃棄紛失などは進んだ｡実際には､この時期新たに購

入される図書も増加するので､蔵書数そのものが減少していくわけではないが､校舎の移転､

組織の改変､カリキュラム改訂などが重なるなかで､蔵書の更新が､かなりの速度で行われた

ことを教えてくれる｡学校教育の変化が､そのまま書籍の更新に影響を与えているという結果

は､書籍が教育に大きな役割を果たしていた状況をうかがわせる｡

明治29年改 ｢書籍目録｣記載の59件から､明治34年に改称する京都市立美術工芸学校期

の ｢図書台帳｣ 州 では4件が失われており､明治40年8月には破損または不用の軌1]でさら

に15件の書目が廃棄された "2)o従って明治22年に94件あった書目は､明治40年には40件

ほどに減少したことになる｡この中で現在も同大学附属図書館に所蔵が確認されるものは36

件なので､画学校期の蔵書に限定すれば､明治時代末期には現状に近い所蔵状況になっていた
ことがわかる｡

当時の蔵書には､画学校の所蔵印が捺されている｡絵手本に見られるのと同じ ｢京都画学校｣

の末文方印あるいは ｢画学校｣の末文円印である｡ただ､最末期に収蔵されたものでは､所蔵

印を欠く場合があったらしく ｢京郡市美術学校｣末文方印を捺したものがある｡また､同大学

芸術資料館には､画学校の墨書のある書箱 州 が残っており､図書室のない時代､こうした書

箱に図書を管理し､利用に供していたと考えられる｡
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4.画譜と画論

画学校蔵書全体の構成の中では､り画譜●lが最も多 く28件にのぼり､内容は酉洋画関係 10件､

東洋画閲係 18件となっている｡西洋画関係の画譜は 『西画指南jを除き､全て明治29年ころ

までには紛失または除却 されてお り､西宗 または明治22年廃止の西洋画専攻で行われた西洋

画教育に関わるものと思われる｡残念ながら､F鉛筆画本洋綴』『上等画撃本j『造化図画本』
のように書目のみでは書物を鑑定できないものがあるが､全体として西洋画教育の教科書が集

められたと理解できる "J'｡ただ､その内容は初学者を対象とした水準と見るべきであ り､普通

教育における図画教育の流れに従ったものでしかない｡特に意識 して揃えられている 『小学普

通画筆本』 と 『西画指南』はその典型的な選択 といえる.｢コース氏 画学洋書｣とあるのは､

当時の西洋画譜の引用書のひとつであった 『NewDrawlngCardsforSchools』 の ような

BenJarTllnHutcllmSCoe(1799-1833)の絵手本 tl5'と見られるため､ 輸入書の蓄蔵もあったこと

がうかがえるが､初学者のものであることに違いはない｡当時の状況として西洋画を学ぶ生徒

に､初心者が多かったことは推測できるので､主としてこうした書籍をその教材に充てたと考

えられる｡

さらに‥数学用器画"に分場される 13件は､図法とその習熟に必要な算数幾何の教科書で､

同じく西洋画科で使用されたと考えられる｡これらも明治29年までに半数は除却されてお り､

明治 40年には現存する F訂正幾何教科書 壱』を遺 して他も廃棄された｡これは一画譜'.同様､

西洋画専攻の廃止に関連する動きとして理解される｡

一方､同 じ画譜類であっても､日本中国の絵画に関わる東洋画関係の画譜は 18件を数え､

大半はそのまま現存 している｡これは､日本絵画の教育が開校以来その中核に行われたことか

ら当然の結果といえよう｡画譜類で除却されているのは､明治 21年頃からはじまった毛筆画

教育に関わる 『小学毛筆両 IEJl!ijF小学毛筆掛図』の2件のみ 日日で､他の画譜類の大部分は中国

絵画あるいは日本の文人画に関わるものである｡特に近世以来､利刻本によって日本の画家に

も親 しまれた中国画譜である 『人種画譜 (ただし栃竹蘭菊凹譜のみ)』『十竹斎画譜』『芥子園
画伝』の三番は､画学校においても架蔵された｡また､画譜には 『御製耕織図』『晩笑堂竹荘
画侍』『歴代名媛図説』『分頬二十凹孝図』のように人物が主題となったものを比膜的多く備え

てお り､カリキュラムの中では､比重が小さく見える人物表現に対 しても､注意が払われてい

たことをうかがわせる'-7'o

『芥子園画伝』は総体に画譜だが､初編をみれば画論書としての性格 もあるため､"画論"に

分類されている｡この''画論一一に分頬される 10件のうち9件は東洋画関係のものであり､やは

り､その大半は現存 している｡画学校開設を建白した田能村直入は晴代の画家沈宋簿に私淑 し

ており､その画論である F芥舟学画編』を備えていることは､その肝煎 りと考えてよいだろう｡

他に F｢桐糾 ､品』によって､唐岱の 『絵事発微』に触れることもできたから､画学校の東洋画

論の中核は､酒代の画論を通 して育まれたに違いない.F巾箱小品』には揚州八怪の一人であ

る鄭望 (鄭板橋)(1693-1765)の画記 も含まれ､同じ著者の 『板橋詩集』 も蔵書に含まれてい

ることから､中国晴代の文人に対する興味の反映がうかがえる｡ また､『芥子園画伝』につい

ては､訳本を南宗教貝であった他日]雲樵が筆写 したものが遺されてお り､雲樵の授業において
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『芥子園画伝』が採 り上げられていたことをうかがわせる｡実際に雲樵が作成した南宗の絵手

本にはこうした画譜を参考にしたものがあるため､明確な教育目的を示唆する蔵書といえる｡

明治29年改 ｢書籍日録｣でI画論'-に分類されている清の蒋宝齢 『墨林今話』は､本来" 史伝''

に分類されるべきもので､直入とほぼ同世代の文人である清の案祖永 (1825-1884)『桐陰諭画』

の架蔵とともに､晴代の学芸研究の学習が､一定の厚みの中で行われた可能性を教えてくれるO

興味深いのは､神道家である柴田花守 (1809-1890)の 『画学南北弁』が刊本と写本で備えら

れている点である｡書画については必ずしも専門家といいがたい著者であるが､それだけにわ

かりやすい画論として受け入れられた可能性がある｡幕末期の京都の文人には長崎での遊学を

行う者多 く､豊前の人柴田花守もまた長崎に学んだ人物である｡近世以来の文人画家のネット

ワークから､こうした書物の活用機会が生まれたのであろう｡

''史伝''に分頻されるのは､和漢の画人伝であるo中国酒代の書画人のものとして 『国朝画

徴録 正続』『墨林今話』を揃え､和書である 『清書画人名続録』を補っている｡日本の画人の
ものとしては 『扶桑童人博』を備えるのみだが､『倭錦』『画人略年表』によって歴史的理解の
参考に供している｡当時の学校でも今日言うところの美術史的な内容が教授されていたことを

推測させる｡また,-■考古学"に挙げるところも.同様に美術史的教育で利用されたと考えられ

る｡後に増加する=有職故実"に分頬される図書は､現状の日録には見られないが､実際には

明治22年 6月に草野楳嶺の所蔵品を模造した ｢烏帽子式｣が録外品としてあげらゴ1なければ

ならない｡

授業との関わりでいえば､南宗において書や詩文の授業がカリキュラムに入っており､『康
興字典』『鄭板橋集』『山田公雪菟碑』『赤壁斌法帖』がその参考資料とされたことがわかる｡『LLI
I]]公雪菟碑』『赤壁膳法帖』は貰名桜翁 (1778-1863) 】̀8)の法帖であるが､画学校出仕の中には
谷口語山 ･浅井柳塘 ･相田香谷など荏翁門の南画家が少なくないことと無関係ではないだろう｡

文人画教育の中では詩や書は習画とともに重要な要素と考えられ､南宗教則にもそうした要素

が探り入れられているが､実際に生徒の学力教養がどの程度こうした授業に応えたものかは不

明である｡ただ､明治 15年2月 15El草場船山 (181911887)(19)が評点を行う第 1回詩文会を

画学校が開催するなど､学校の外部を巻き込んだ企画などもあって､開校当初の学校では教養

分野も活況を里していた｡

このように､画学校の蔵書は､西洋画関係のものと､南画関係のものが中核をなしており､

四宗画学校でいえば､酉宗と南宗においてこれらを補助教材としたことが考えられる｡例えば'

博物"に分類される､洋書の衛生書のほか､植物､動物､解剖､物判まについての和書などは､

西洋画教育との関わりの中で教養書としての役割を位置づけることが重要だろう｡その他､蔵

書の中には修身や作文､地理歴史といった教養に資するものが少なからずあり､画学校には普

通教育を補足する役割も担わされていたことが分かる｡現実の画学校の教則からは､あまり教

養面への展開をうかがうことができないのだが､当時の画学校にこうした性格があったことは

留意してよい｡中でも､参考書までも架蔵する体育の授業が､明治 16年から行われたことは

興味深く､これもカリキュラムからはわからない教育の実態を示すものといえる｡

北宗の副教員を担当した幸野楳嶺は､画学校開校当初から応用画に対する関心を示していた
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が､この分野に関する蔵書は極めて少ない｡画学校の最末期に､応用画の専攻が生まれたこと

もあり､ようやく意匠集である 『奈留美加多』が架蔵されたにすぎない｡画学校では未だ図案

分野は認識が希薄であった｡

5.絵手本と備品類

｢校有品調査｣に見る'-画幅"の大部分は明治20年 10月の田能村直入寄付画である｡現在も

大学に遺されている画幅 25件が全て記載されている｡残る10件のうち､現在所蔵が確認され

ているのは池田雲樵 『山水図』､田中苔石 『紡績工場図』､EE仲 納言模 『加茂祭草紙』､『茶屋船

交祉渡航貿易絵巻』の4点である｡残る5点は画幅､巻子と異なる形状であるが､ここに分類

されている｡直接の教材としなかった参考資料をここに充てたらしく､形状や内容からすると''

画範"との区別は暖味である｡雨森菊太郎 (1858-1920)が寄附したという ｢東京職工学校線法｣

は東京職工学校 (東京工業大学の前身)の図法見本であろう(2㌔ 小山三遷と疋田敬蔵の寄附と

みられる ｢レッテル｣は､現存品が確認できず不明だが､欧州あたりからもたらされた版画に

よるラベル類と考えるのが妥当であろう｡幸野楳嶺が寄附した ｢俳都大博覧曾図｣は､1889年

に開催されたパリ万国博覧会の会場図と考えられる｡この博覧会では､楳嶺の友人であり画学

校の出仕でもあった久保田米侍が金賞を受けているので､本回の入手経路も推測される｡

一方､直接の教材となった'.画範"は､33件があげられているが､その名称だけで内容を把

握することは難しい｡現在所蔵が確認できる資料はいくつかあるが､現存する資料との対応が

不明確なもの､また現存が今のところ確認できないものがかなり多い｡当時の教則の内容と資

料名から､東洋画関係の資料と西洋画関係の資料に振り分けたのが表2である｡東西南北の四

宗画学校から､東洋画と西洋画に専攻が再編さjlた後であるため､東洋画の絵手本や臨模本の

未整理が目立つoまたサンプル的ではあるが､意外に西洋画関係の参考資料が集めらゴ1ていた

ことがわかる｡

東洋画関係の画範には､北宗､南宗､乗宗の絵手本､画帖が含まれる｡東宗のものは望月玉

泉がそのまま改組後の両学科教員を務めたためか､画学科期の絵手本と混合しているものと思

われる｡｢逓筆画学手本｣とされているものは､｢明治29年粉本Ij録｣(21)で他の画題別絵手本

と別に目録作成されている白描手本をさすものと考えるのが妥当であろう｡また模本の中にも

わずかに現存品がある｡｢宮内省納画｣は明治 15年頃に画学校の教員及び出仕による揮竃によ

り製作された画帖(22-を模写した控えである｡｢鶴ノ巻｣は画学科の生徒による模本で､数少な

い現存晶である｡｢模本参考画｣は古画古物の写生模写頬で､｢水鳥画｣｢小児画｣｢草花写生巻｣

｢円山応挙花鳥写｣もこの同類と考えると理解しやすい｡現存するものとして表3にあげるも

のがある｡｢応用画参考模本｣は､その名称から生まれたばかりの応用画学科で使用する参考

品であったと考えるのが妥当とおもわれるが､現存品は確認できない｡録外品目に ｢博物館蔵

版雁用画模本｣というのがあることを考慮すゴ1ば､｢応用画参考模本｣も工芸品などの図版で

あった可能性がある｡

西洋画関係の画範は､大半が失われてしまった｡イギリス経由で輸入されたドイツの着色石

版画 《coRPUSCIIIRISTTDAY》が 1枚かろうじて遺されており､当時の雰囲気を伝えている｡
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また､参考になる資料が少ない時代だったから､新聞の挿絵や写真なども利用された梯子がわ

かる｡｢田村画帖｣は田村宗立による手本画と推測されるが､肉筆というよりは明治20年に刊

行した田村宗立による同名の教科書を解体したものである可能性がある｡その意味では輪郭模

本や書籍中の画譜類に近いものであろう｡レガメ- (1844-1907)『槙村正直像』I-i--は､現在額

装にされているが､当時はまくりのままであったため､絵手本の一部に含まれていた｡これは

素描を所有していた元京都府知事槙村が学校-寄附したもので､本来教材というのはなじまな

いものであるが､西洋の画家による肉筆画ということで手本と見られたと考えている｡

この目録からは､生徒製作品が遺されていたこともわかる｡生徒の試験作品のうち､油画は

西宗あるいは西洋画､唐紙は東宗あるいは東洋画の各専攻によるものであろう｡特に 『生徒納

画絹本 山水花鳥』5点が遺されている点は興味深い｡これは､生徒の卒業に際して自費で上

局及び学校に作品を納入するという､匹Ⅰ宗画学校時代明治 18年6月制定の｢卒業生製画心得｣ tZl)

に定められた制度によって学校に遺されたものと考えられる｡絹本ということなので乗宗のも

のと考えられよう｡現存していれば､卒業作品に準ずる作品の最古例の資料となっていたはず

である｡

｢画手本ノ部｣の末尾には､｢沿革資料｣の数から除外された品目が7点､あげられている｡

このうち 『レッテル石版画』『加茂行幸ノ図』は●画幡'にあげられた資料と重複した可能性が
高く､●●画幅"に分類するが'画範'-分類するか蒔緒したものであろうO実際"画幅''中の掛帽

装以外の資料は●●画範..にあっても不思議ではない｡他の5点は録外とされているが､東洋画

関係の 『十六羅漢菊 第五位一位』『古壷臨模山水花鳥jF束宗寓生画』､西洋画関係の F模様
罫豊』をみれば､むしろ追補として記入されたもので､実際には校有品として継承されたと考

えてよいものである｡

田能村直入の寄付品には､古書画のみならず茶器文房具頬が含まれた｡'●画幅'1と同様に'■諸

器械"にも､直入の寄付品が含まれていたと考えるのが自然であるOこれは､美術工芸学校時

代の ｢備品台帳｣に直人寄T机品34件が記録されていることからも裏付けられる 洲̀｡●●謂器械●●

の目録は失われているが､これらが収録されていたと考えると､｢沿革資料｣記載の85件のうち､

その4割は把握できることになる｡

直入寄附品以外の道具類については､他の備品台帳類にも確認できるものがない｡しかし､

現存する書箱､長持は､画学校の諸器械の範時にあったと考えるべきだろう｡また､西宗にお

ける石督像などの使用について､記録は遺されておらず､その使用を裏付けることができない｡

諸器械●●の中に教材が含まれていた可能性を否定できないまま､不明とするほかない｡

''褒状類…は､(1)明治15年奈良博覧会での二等貴､(2)明治16年奈良博覧会での二等賞､

(3)明治17年アムステルダム万国博覧会の金牌､(4)明治 18年ロンドン万国衛生博覧会二等

銅牌､(5)京都美術会名誉記念牌の五つの受賞にちなむものである｡残念ながら､これらの賞

状賞牌は現存を確認できない｡この五つの受賞のうち (3)(4)については､｢沿革材料｣に記

録が残る｡(3)については ｢明治十六年中記事｣に ｢此年 和蘭 ｢アムステルダム｣博覧会へ

本校生徒成績品を出品し金牌を受く｣､また ｢明治十七年中記事｣に ｢同 (10月)十八日 府
臆より和蘭国アムステルダーム府商圏博覧禽金牌を送り来る.客年本校より出品せし給画に健
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封する賞なり.其の褒状左の如し｡右ハ一八八三年アムステルダーム植民地殖産百年期商圏博

覧曾金牌及褒状 右京都韮学校に授興す｣とある｡また (4)については ｢明治十八年中記事｣

に ｢七月十一日 本校出品に射し英園イ命敦衛生博覧愈より二等銅牌を受く｣とある.他は記録

がなく､経がどのような功績を受けたのか不明である｡明治15年第8次奈良博覧会､明治16

年第9次奈良博覧会は､官民合同で設立された奈良博覧会社によって明治8年に第 1回が開催

された古物､製品､産品の博覧会で､明治23年まで15回開催された｡明治20年京都美術会

褒状というのは､新古美術会が明治20年の天皇京都行幸の際に開催した博覧会に関わるもの
である｡F京都博覧会沿革史』-2'･)によれば､明治20年の天皇皇后行啓にあたり､新古美術会が

中心となって､御苑内博覧会場で2月1日から博覧会を開催した｡京都府画学校もかなり積極

的な協力をしており､西宗は油画､鉛筆画､灰筆画､擦筆画などを出品､京都府画学校の教員

出仕による御前揮墓も行われたt27'｡3月8日には京都博覧会社が新古美術会の栄誉を記念して

記念碑記念状の授与を行っており､このとき授与されたものが (5)と思われる｡

6.あわりに

四宗画学校から始まった京都府画学校の校有晶を見ると､今日の学校同様に様々な資料が教

育を支えていたことがわかる｡

直接の教材である絵手本については､束宗､南宗､北宗とも相当な点数を揃えている｡参考

となる絵画器物を模写写生した粉本類も少なからず備えていたが､その比率からすればかなり

絵手本が重視されたことが確認できる｡そして東宗､北宗に比べて南宗には､多くの書籍を教

育の参考とする特徴が見られ､画譜､画論､詩文､憲法の教授に書籍が利用さjtたと考えられる｡
こうした教材の構成から､各宗の教育方針の違いをうかがうことができるO近世における凹

条派､円山派と､文人画における画系継承の過程に違いがあることは､漠然と理解されているが､

その差異を明確に示唆する例は少ない｡教材の中に､近世以来続く絵画教授の慣習を､近代に

継承する姿を見ることが可能であろう｡進取の取り組みの中に織り込まれたある意味保守的な

姿勢は､功罪とりまぜて画学校の教育の基本的な性質といえる｡

また､西宗の授業においては､雷籍や図版を使用した教授が行われていたことが推測され､

明治前期の西洋画教育の主流だった模写による教育を踏襲していた状況がうかがわれる｡当時

の画学校の西洋画教育においては初歩的な段階の生徒が相当数いたことを示すものと見ること

ができよう｡西宗の教員だった′｣､山三遷も日≡l村宗立も疋田放談も基本的には､工部美術学校で

行われていたような､模写から写生へと展開する絵画教育を受けた者である｡その意味で､日

本絵画の教授を行う傍らで西洋絵画の教授を行う画学校西宗の教育は､画期的ではあったが決

して進歩的ではなかった｡比較して活発に収集された書籍も､五月雨式に集められた写真や印

刷物からなる手本画も､西宗の教育の源流がどこにあったのかをうかがわせるものといえる｡

画学校末期には､酉宗は非常に人気があったと伝えられるが(二H)､その理由が幾何や用器画の教

育に端的に表れる実学的要素にあったことは､書籍の架蔵状況からも理解しやすい｡

匹1宗画学校の卒業生は東宗に13人､西宗に 13人である｡生徒の卒業状況を見れば､この両

宗の教育には一定の成果がうかがえる｡教則が教育と順調に噛み合いながら展開した成果とい
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って よい｡南宗 にお いては､卒業年 限 を 9年 とす る変則 的 な方針 を探 った こ とが卒業生不在 の

理 由であ る｡3年 を越 す学年 の生徒 が いた こ と も推測 され るため､教則 が空 回 りして しまった

感 はあ る ものの､先 の二宗 に比較 して教 育その もの に問題 が あ った とは言 い難 い｡ その意味で

は北宗 を除 く三宗 の教 育 は成果 を担保 していた｡教則 か らうかが うこ とので きる教育 の構 想 と､

教材 に反映す る実践 のあ りさまは､時 に矛盾 をは らむこ ともあ る｡教則 と教材 に向けた考察 は､

明治前期 の流動 的 な要素 の多 い絵画教育 の実際 を浮かび上が らせ て くれ る｡

《注≫
(1)拙稿 ｢画学校出仕について｣(『京都市立芸術大学芸術資料館年報』第18号｡平成21年3月｡ラ;用珊 立芸
術大学芸術賀料館編ol叶紬発行)､拙稿｢京榔府画学校の教育｣(F京都Tl-i立芸術大学芸術資料館年報』第19
号.平成22年3月｡京都市立芸術大学芸術Yj雄1館編O同館発行)

(2)これら3点の資料はともに原本の所在が不明｡京都市立芸術大学芸術資料f!'I;'に電子複写のみが残る.各資
料の称】酎二ついては･ij:I.1前掲論文に述べている｡

(3)明治21年2月14H京都府画学校の校則を改乱 し､EJLT宗を改め､普通1吐!i,学:利･専門画学科 ･応川画学科を

紅いた｡そして3)i1Llには束宗南宗北宗を東洋画にまとめ､酉宗から移行 した西洋画と対鼠させて各科

の専攻としたC

(4)芸術資料館に所TJ';i｡表紙に ｢備品墓帳/美術二l二重lL･撃校｣とあるのみだが､目録は明治27年末頃から大正末

期ころまで使用されたとJtl.われる｡

(5)『尾形流百匡日 はl州台22年 8月に出版されたが､発行されたのは3咋後である｡EI録作成の直前に購入さ

れた記録と矛盾するが､当時のllil版事情にl三i=l来するものであろう｡現存.ll7.は明治25J/F6月の発行本であり､
京都市美術学校印が捺されているため､何らかの牧山で差し替えられたと考えられる｡

(6)『百年史』(昭和56咋3)=Jo京都市立芸術大学日年史編纂委員会編oIIl'郡市立芸術大学発行)によれば ｢1
京都府画学校規則｣によって ｢譜籍器械ノlLlr.納ヲIE;i:T'ス)i,事｣は学校のIjj'務責任者である幹部 (E.:lr:-[･_軸-)の
業務とされたO｢15 画学校事務章程 ･事務服扱条例｣には､府の学務課または画学校掛が収 り扱う誹務と

して ｢書籍IllHJ叔ヲ仙摘Lシ及目録を製スル事｣をあげている｡明治19年 ｢27 文書保管内規｣によれば校務

帳節のうちに ｢校祈l'.1,)煩簿｣をあげているO規則上は､監事が責任者となって目録を作成した習J詩を筒挫
することになっていたらしい｡また､明治161'llJ-｢京都府画学校番号芹及桜本貸付規則｣に見ることく､?la‥籍

も含む絵手本などの教11を生徒へ有償貸与したrT.i-能性があるが､実態は不明である.

(7)京都市立芸術大学芸術資料館に所桟｡表紙に ｢明治二十九年三月改/rI朋子テ日録/京都市美術jl.整畢佼｣と

ある｡明治30年まで使用された.京都市美術工芸学校ではこの他､明治29年改 ｢書籍日録｣を継承する｢哲

書籍目録｣｢古紙l]緑｣｢帯群L.J原簿｣の三相のI酢lF割 腹が作られ､分郷には-1iA千の増減が加えられてお り､
許婚の管雌に試行鎚詳ミする梯子がうかがえる｡

(8)予備科は 明治27咋6)=j26日 ｢京都市美術学校規則｣により設iLl17された利05年の修業咋隈の本科とは
別に 1年間の初歩的教育を行うために作られた｡8月8日に京都市美術工芸学校へと改称するため､実1掛 二

は美術工芸学校に設iFIr_されたものである.予仰科は本科より若い生徒が入学できたが､製図や怨イFrJなどを

学ぶ実学的安東があったO明治29年改｢iE::新Ij録｣分類中の予備科には7二,･)-等小学校レベルの教科むをl+'JL､

とした諾Elがあげられている｡

(9)『算術教科書 LIl等教育』と 『新撰BT.科憲』がiTi激 して表記されたのちミセケシさjtでいるO
(10)明治29咋改 ｢沓y･.Ll掠｣によれば 『絵画叢誌』は20号から収蔵していたらしいので､調査Iri']点では収蔵
が開始していた可能性がある｡

(ll)明治29年改 ほi;mEl録｣を継承する京都Tl了英術｣工芸学校,tlJ]の凶古≠州蔓を祥て､明治34年に石川川了立美術

工芸学校へと改称後作:成さjtた図書台帳｡｢図うfF≠T帳｣と ｢分斬El録｣各3肘があるO分類方法は10門36

鰯に大きく改められ､=rit籍に加え､教利や粉本を統合したのが特徴である｡

(12)京都市立芸術人草芸術資料館に所桟される ｢明.Ll糾些什年四月以降/物'["F.廃棄iiii-/図書之部/吉浦抑立美術
1聾学校｣による｡

(13)木製 (955×755×450cm)｡表に 帽と卑し校｣の主朋=;--がある｡彼に粉本頚.竺Illlに使用されたが.人きき体裁は
和書の書箱である｡

(14)明治初期の美術教育及び教科書については金子一夫 『近代日本美術教育のJI)(究 明治l断じ』(上1土成4年2月

ニ ilH-



29日｡小火公論美術出版)による｡

(15)金子一夫 『近代El本美術教育の桝究 明治時代』(前非摘三11番)L87-189頁｡

(16)『′ト学毛鞭r馴 現 が川行した明治21年'110月にZR.者巨勢小石はIig学校を依願免職した｡同年 12月からは小

学校での毛筆画採用を受けて､小学校教員対象の毛筆画伝習会が睡l学校で開催されている｡学校外の;;'r壬粋

もあってこうした普通教育JI:JのL郎背が揃えられたらしいが､早 く失われるのもこうした経緯が関わるので

あろう｡

(17)人物画が上級の課題であったことは東南北各宗教則や､上村松l袈Eの述傾 (『青眉抄』)からわかるOただ､

遺された絵手本に人物画の数は少なく､也は,l!.pや粉本がそれを補ったものと考えられるO

(18)阿波の人｡本姓は吉井｡才′-は也O別号はtf71.屋など.大坂傾徒党rll井竹山らに学び京都に私塾を開いた｡.1書

画に俊jl､意は空海の筆跡や311iL･唐の碑法帖に学び独自の讃凧を樹iLした｡画は狩野派の叔父矢野典馴 二

学ぶが南宗画に転じ､長崎にも遊歴したOまた血 鋸二も明るかった｡弟子には多くの紬画家がいる.

(19)肥前の儒宥草城楓川の子で､糾 ま廉｡tI二戸で.ll-iJ1'イ剛屯･篠崎小1/Jに学ぶo帰郷後は正枝東),T,て庫舎で教え､
一何方用;に川るも帰匡I｡対人L,厳原藩に招致され､伊万里に稗蒙塾をlMいた｡本願fJ-に相かW]JIl治 9-ll三から

京都に入ったO詩文 ･享朋印をよくし ｢日本史Ltl'd伝｣などの著Ylがある.
(20)明治14作に創立した東京峨コ.学校は工業教育を行うことを日的とし､国学や幾何の授業もあったO明治17

年に同校教師となった ドイツ人ワグネルは､明約11-14年京都の舎密)iilに教諭として招椎されており､子六一

都に人脈があった｡京都の老1十であった雨森もその一人であった可能性があるoF東京工業大学百年史 通

史』(JTIi利60咋5月｡未了に二L非人学編 .写E行)27-101頁｡

(21)京都Tfl立芸袖大学芸術PI'-淵 鮒にIyf蔵｡Iy=目白29咋11月に古紙や参考.'品とは別に管IIE!.されていた粉本の現状
を碓認するためにとりまとめられたEJ録o明細な区別はされていないが､画学校州のものが含まれている｡

(22)宮内庁三の丸I¥'')蔵館蔵 ｢京都府画学校校員神仙｣の砂田模本である.明治15年8)J17日に出仕となった

森春花までが柿墓している｡本L馴占が皇室に献上された経緯は不評｡原本のTl)l究に斉Jl.Si全人 ｢館蔵 ｢I;捕;
府画学校校員画帖｣について｣(に の丸FYl]IL'=Ml川二報 .紀要j第12号｡平成 19年3JJ｡富JJtjl干三の丸llll,I)fl'&
舘編｡I.rii:lノ､)庁発行)がある｡

(23)Ej本を訪れていたエミールキメに同行した7ェリックスレガメ一による素描.明治 9咋に二人が京都Jll;J知

事槙利正何を訪れた際その場でレガメ-が速写し､枝村に贈られた｡京都府画学校別校後の明治14年に拙

利から学校に布附され､明治:36咋川島甚兵衛から寄イTJされた金欄により現在の析装となったO
(24)F百年Rlj(前花])注5=?='i)140L'i｡

(25)｢怖,rl.).h幌｣に記録されるll'l入谷イTj晶は以下の34件で､これに ｢校布晶調脊｣の ｢洲)m｣25件を加えたも
のが､直人寄付.■,-[']の全体である.｢校有,[,=.I.調教Jの朱譜注記によれば.酬 屑の大半は学校にはなく.京都I('才
勧業=F.米の土蔵内に.長持に入れられて保管されたらい ､｡酬稲の内容をはじめとする碑入寄付資料の現状

については.京都市立芸術大学芸術資料館のホームページ (H,Lp//W3kcLlaaCJP/111LISe/)の‖収蔵品検索
で確認することができる｡

区分 l'll'lu

)剛芸-?.li lli磁 鉢
朱泥 水相

原蛇 壷イ勺

音詩麦 壷 小

コポシ

茶碗

./il.;pl-1

-1]Li数 (佃) )I託1llli(lILJ) (部.老注記)

L 5 1il上布

1 3 現存

ユ 5 JlL/37-

1 3 印譜できず

1 1 ))と布

b 5 現存

1 3 ]ilA/f･

急穿l亀一作 1 1 桃/T

漆器 朱塗宝子 1 8 JlA存

彫刻 水晶 置物 (;tL･) 1 .3 現存
玉 香焼 ･if付 1 10 呪71i･

直入画九峰刀 茶/qL 1 5 現存

松林岩伊プJ 茶放 1 1 ]iLL有

郷 遵式 花瓶 蓮井 1 5 現7(-

Ji!11lLllu

liT'銅 巾筒

銀製 匙

1 3 現存

1 06 1ilL存

1 05 JIL布
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恕･pi妄
茶可:i:

小筒
羽 J符=

小

牙

人

象

灰鮎へ
火箸

果物施
茶合 (木製)

如志 (筒入)

線香llIJ'

短冊芦,

炭牧馳
駆染

錫製 茶托

政市:j

香笥筒

熊銅 槌I≡l火箸

02 現存

03 JIL71(･

3 現存

0_15 破損除却

0_2 現存

0_15 現存

0_2 二呪存

0.2 現存

2.5 現存

0.2 現存

05 現存

02 規/-I:･

08 Jll存

2 現存
))A/7-

)iLL1--(

現存

(26)r京都博覧会榔tl■,-誌j中巻｡明的 36勺三12)i10日京都悼托協会編脆発行.235-249頁｡
(27)F京那府百年の咋表 8美術工芸荊j(EIl川145年3月｡京掛 仲立総合IZl'料紙編｡京都府発行)によれば ｢日
出新聞｣の記部より､森蒐着､l刀能利巾人､辛野楳嶺､鈴木TTll:-､巨勢小石､望月玉泉､原在鬼､鈴木松作､

今尾景年､森川曽文､E別 ;j宗立､川 Tl香谷､羽合可事の 13名をあげているO

(28)架l=lこし重太郎は r京都洋画の架け=Jl別j (JIl川F22年 1月｡京都†hi舶 京恥 凝豊‡‥60高胴部院号た行｡)92頁 (同改
訂版67-68頁))のrllで ｢各宗二十㌢.の走出が西宗だけは超過 して凹､五十名にも及んでいた｣と､当日.Iiの
l頻宗人気を伝l甘Jtして記 している｡

[附記]

本hl.･日ま､2010iFlii:-に鹿J:tJ美術財団より受けた｢美術に関する調兼研究の助成｣(研究課退｢京都府画学校の研究｣)
の成米の一部である｡
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表 1 京都府画学校歳書目鐸

jRJi.:分だi Lt名 llu致 Tlui郁(llJ) Y.:鮎ポー 発行者 (催1J-.也) 発寺

川=. 備考○ 0)pS古い 考IIT-也.-;千 -I 0.8 llI'川Jhl ('

lj:杏) 1865○0)4'lf-.ItJ: /ト笠l!lE:流礼JにLl,=形捷形I.RlJJj:堰,言Li 1 1 .l,--仏と (写本 :,I.--Ul秀,32(京W'))

1887.OIJJl'.1887.7受 入○ 02lllI (西) 粥pfiinll

も 5 7_5 川 文部rT(火l;り l87l)く 02 汁(l叫ー 画学初,ll.

2 0_2 1'-.漸 JI郎 lLli1;-輔lf.-(岐liり 1878× 02-ll (LJL(-) /ト嬰19-)-iBIEIJijI与本 -18 1.:,.'本 E.tfl;'iT

(火};り 1878× 02両 (西) 小乍臨lEbi帖 l 松ノ 川jni.(追
究) 1878× 02ll暮l請 (tlLl-) 両は.肝梯 :小jI= 8 L2 lJ;川 皮 熊芥や介 (申 り

1878.06× 02lIh三洋 (IILl') 小学 rxIlLIii1祈梯 13 lfJ'柄 -Il'Jlli tJl潤助 (&';)リ 188

8.02〉く02 汁(lJLIJ) (I-.ミ帥li'f:小) 2 OA

(鑑',ヒイこ従)× 02 汁(lTLi) (道化図両本) ) 3 (iyJに 近)× 02 汗(lltI-) (鉛ノ

料叫本洋桜) I (rTJii 近)× 02llll譜 (lfLIT) (Coc'sNcWDr州ingC汀l.(lsro'.Scho

oJs) t / (求)coe,BcnjarninHutc.hins y.1(水川) ?○ 02IllII;洋(如) 分析二日JLrH:図 (ill)':t馴lIJ'.7;幣) 2 OA 小目iEIJ世 川JうそtfHも術

( 那)ほか J8-I:3⊂) 02IlfIL7;..1号(如) 洪両早/;I: 初lk ヱE l 付 lE-.t ド.fr-二J.t:文,3

'さ (人l股) 1880,05○ 02 守(如) 桝香HI7両脈 4 2.5 札4ll i.i-(火j

lJ.J) 188∠1.0∠l○ 02 I,(束) 梅怨汗lJ,I..川li,-=;.r,;-続編 ～ 0..5 ･ト1:即 .)

pri,i 成磁兵iE'I.Li: 栄 (火);,:) 】884_ll× 02LEll･押.;-(火) 雌朗LElrJ-.派 2 ･榊)', 汝 EIIl棚lT1-術. 兵術 (∫;(榔) 188(i

× 02lllI.7;汚(Lkr) /ト学111-:llh川Zー1. 12 ･二勢′ )

トiJ,CFI次郎 1 (i;,:HIS) 1888.I○ 02LIFJ･fir.E.(火) 絵本iJ1-排錐 5 0.75 j.i行川北ri 入城孫lt-柿 i (火)

ji') ･>(⊃ 02Llh (如) 武石-魁図会 :3 0.∠l5 卜河辺1IT水 大成孫妖術 : 栄 (火1;,:)

?○ 02 汗(如) 梶-lrf流E'lJl叫 2 トl lMLHl. 不LyJ(日本) 1892_06× 02EIFl (如) (′卜;.'=l:Ⅶ掛lツり 12 (jy,ヒ小能)

○ 02llt】 (如) 新親純一竹T韻i勾引Jq.謙 一一 .tj ()刑)杵姐池 lJJ(Il本) ?

○ 02ln三洋(如) 卜竹EnElri,-;汁 i6 2_25 (IyJ)IUJiElj-似 リ

｣(HJ1ゞ) l88:3 L88-日0受入○ 02lEIF三洋(火) T]j妙hli 1 0_

3 (明)帆-1STfLEfii.臆Jt.i;: lJJ(EI本) L88:3_12枚原ftより怒付○ 02 汁 (求) 雁山lズIを 1 :3
細片イく.it'=. y1日I本) ?○ 02liTJ (火) 席代γ.媛図.ill 2 0,8 (明)汗道昆井

uL英Liq i飾申Hl 河宅 (上ifli) 1879.6○ 02ll】l (火) 詩両仙 :I) 2 (朋)I.lt'iit

iq.;申lHl 塞 (｣二海) 1879○ 02 器 (火) 御製排紙lXl I 2 HI■HJ.I.=-..兼iJ王

刑(小国) 1696Ji-;(⊃ 021ll)-;汁(如) 晩笑,i:.I_:竹=

ll;Lllliー17: 2 1_15 (il'JI.) l./F'.:)!iJ 那(rtllpkl) 1743序× 03 i(llllJ) 雄氏J三'l;:: 2 1.6



○ O:3[所論 (I~) 桐l;It:品 ｣ 1.ら lJ'-)炎nL永汗 .'iFjJ超越訓!:i. 浅井,IilT1-.ilbIi(大阪)

1880_07× 03Lilq論 (1) l)粁i,トll ｣ l li.) IL 1.FH

lT ほか イ(F1)J=り )ゞ ?○ 03L*i論 (･L) llrli/i.I:帆ヒ升 2 0.7 守 ):.lPr

,lfil,銃171--fJ'I.IT(火京) 1882_05○ O3画論 (･') LIIIi/lf:IiL.i_ヒ升

I lllJE'.I): (I)i:木) 188:i.05'IjI○ 041塞ト案 fT,iJ1'L.I():,多 5 lA HEJJイ如l二 片野火lJLll'11;(名LFl.)やt.)

× 06史伝 使抑 l .I,.-li:llJ- 汁.ーlliLJIE( i;,:

) ?○ 06史伝 .tE人輸{I.',衣 1 0.0!-) 帖T.)鬼 J

H帖千虎 ( i;.:) 1882_ll○ 06史伝 扶桑 人帥 5 1.95 ¶】'伸 坂ll'lil(火}) )

88-1_07○ 06史伝 I.l人γ)Hf;A 2 1.2 帖:.占.l ;級.加目抜元純,llI木瓜校 柳rlFFl'I,I-171街 (人阪) )83

8li,:○ 06三とlL三 'H!LJ1rl'徴録了ヒ綻 2 I_44 l;.)

lJLf .l博.衣,搬之リ:佼 芙渋 文次川;:J'J-'lr触一;:I;I:(YHli擬)守- 1797けニ○ 06LLl伝 I林/㌢,了Il. 6 3 lJ'-).. 不明 (中川) 1852#;i

× 07史学 ･̂ 料,ilLJErl二挿Jlnr 4 0.4 ◆}Jr,.I 開益 ();(那) 1882.

05× 07史学 打i.:大公 :戯lli:仙lFll :3 0.75 松山[ 一事】 ll_ill,.. ();(那)× 07史J-iE二 ′･;;-I:本 I G 1.15 B-r伽 ;吹 原亮 llEi:食油L;:;_:
(火);,;) )889_12○ 08修身 幼ノ';-I:納会 ∫ 2 ノ亡Il 千 元m/kや (1.,A..1人JJh機船) ー882_12 L88

12215;,.-緋府l)二より布イJ-× 08幡身 ′卜';:妄身 .l 12 0.875 ^

J.- 原品 郎 :金港,;:;.二(火l;り 1883.0ー× 日数学llJ ll 11号)二授本 3 0_48 (求) ilヽーics,ChaTles着 日日日‖:.-.TJ( ^Zf .兵術 :iL!述.;:.I.:(トー);J.I)

)879〉く Ll数学川nif 放'-;I T-過 ｣ 0.8 側Ll. 三言Fii,助 (岐Fi

S.)× 11数学-川常馴 小L7:̂Alh':ー∴ 谷式jE:. 5 0.75 Jl】 jjt (火);1-) 1886

.07X )数II':)[ ll 首相こi故4 lEr等教fT- 2 2.2 敬 rヾI:(火.)柳J!;I:Err-那 1888

〉く )致早川汀抑I 責削,fgM=;=解式 1 0,9 木l這札 飯lll知二編/mrll失敗lAJ LLいlウ触 ( i;

り○ 】致乍川 lLh ,汀lL幾JI.IB欠fI.壬;I,E. I 0,64 lFI大

枚編/鈴木良利校/近雌苑琴FAJ FlJ'-銀- (火l;り l887.O2〉く 11数学川 ll '91.ii氏幾 ･l;;.': 1 O_;3 い hLJn1cr,Is.lac/■.Yl棚過戚訳 鈴木敬一.日AJ 坂 去i-ifJt.

)888.09× 11数学川諾nl1 J川栽11 紘 1 0.I (bI,) -ヽle,

JohnS_若/li'EIJ1迫jt.-Jt 岡 I (};郁) 1876,09〉く 日数,I;I:川 ll 棚JI三一別三 5 0.7 多Tlr 西～, 之助 (火};り 1

882.02× 日数芋川 Llll 川才:ll 5 l.5 tF'

'.漸 :/川; 中 (火以)× 日数J､;川) LllZ Il,I:枚)lJ相川lJ汰 4 0.63 (りり lLllllCSi,AltLOllio/州放.釈 前JJiJ,

い!;(人阪))く 日数芋川 ll 透批LI 2 0.1 J,'):占

約八 1三JM -r(如l;J.') 1886.12× 11数学川諾詰E

(疏水l-:iL望一両) I iL'/L小龍)○ 12 文 uf.q'j.二 ｣0 5.5 ll'-),]li ,眺延敬 ほか 節 hミ戊 術 (汁/り 186:3

○



× 】8作 fl,:--I 牒列運動法 I 0.2(i 松Jll安.ifT 't-:郎 :金港j:.'_:(Au;()

1886.× 18作 小;;t Hlで.J文体操教練 ) 0.ムー 柳明遜 --源次郎 :正

j;/;:享.:();(那) l888_× l9 物 求Lt脈剖摘柴 9 I.:3 村上iFJ,L衣

松NJL兵術 :文粘.;:.I_:(人阪) 1877_× 19 物 新

pet ll 8 I.-I 高砧l捗次郎 文′Lf汁 (東京) ー888.× l9

物 物P lJ_Iノじ 1 宇目川fll'=-..T.Jt 日仙歳 (東京) 1888.02〉く l9 初 動物ノ;I: ｣ O.2r) 竹中ノ,ii人llrI硝J/ptt..:々 水止'.二l■州iil JJ放f

川二(束l;,:) 1888.1× LlJIJ勿 継物J7: 】 O.2.5 散楽H-_ 敬Xi:iI:(東京) 1888_ll× 19Er.I):物 lJestir inh.vgieTlePtl.VSioLog.vandl 0.9f=) (栄)CutLC一.Johー1C. ･

J.t3.LippineoLLCOmPLln.V(米1..il) l88rI)× 2l地♪I

lt1⊥J118:a 3 柿範学校鮎 文..Yli省 (成東) )87-I× 21地♪I Lt一十一ii三輪一1:.]ー I U.08 ( 名ーfFf妃玖あり鑑定不能)

× 二一他J1】 刀 ii-:略 3 n範′●;,I:佼鮎 文..祁祈 (東京) l875.07×

21地♪I ノブ ii.:略II:J]l 1 0.06 ( チ,.lト似放あり鑑)と小能)〉く 21地P∫ i;日;I'TÎJ令図 l 0,8 幌 道′卜,細目H1.号道.山Lu,.
i7..:佼lI:. i;..-miJl.チ 1885_× 21地♪I 小'L;,'也 1い ｣ 承 S可:-郎.i

FJ,tfll'.1位一郎 松村ノL兵術 (大阪) l887.× 22雑 li..-お )芸術会llETlFI ｣ 何形柿 池川八郎lt街 (試料

;) 1887.ヽ 22 l (絵 雑.こと.l!:) 20

(鑑JJ-ィ､碓)× 22 I (心 71

旭丘) 川 ( iJi(TJLE)× 22柴l (JlL7/. 壬AL州LET=) 3 2,∠L ( '/じ:イ;稚)

× 22条I (.';.I:佼 lH JO

(鍾;i小flE)× 22 l (一l;I:lJHF.i.lF) 21

(鑑J,iiI小能)ヽ

22雑.l㌻ (臥 I.In ･) (5F/■ィ､壮)× 22排 (lTJJi il.:Ur



表 2 明治21年校有晶調査控収量貢画範目録

(如.LTT:-lHl目刺イ系lZt利一)

(絵T..杏)

北L,;.:ju117:I--本 230枚 川Lイ(.(l叶■;::校給T..本の

;)ち)lh-I,;-.:巡∧-Ll-:T-.本 708枚 i税Jf:(LlllI'L-1':

佼絵手本のうち)北',;-.:lLlrJLW i 2llll L;ERイ(:(lJlli;;

f'.校絵T.本のうち)迎∧咋llZLiWi 1211け i別/(:(

L叶■;-I:佼賠t.本のうち)I/i:′卜逆へAIl三T--本 l94枚 ;fjLイ[:

(llFliJl;I:佼絵T=本のうち)'l1-′I.

I.迎叩r:帆 =lFr 仰 ･J.できず迎 1̂FT:LIIJJH.I:手本 】64枚 川LイlJ二(Ini'/''.校給T..小のうち)

伽ノJ緋ililJllhl ･10枚 仰 ･).で

きず人物..

I■3,fJdはlllli -lo枚 仰 ).できず(tI,笠木)I-,,'IJ､】'n納lllliJJj:
-l6枚 一呪fJ.:(1:3778OOOIOOO二側川iL本llhi')I-)他ノ

Zi; lJ.ik JlL/I,:(Ⅰ2:37800O1000:LTT-:俄l刈谷)松本参考.1Irli 100枚 ,.l7lSjlul--(衣:lJlL/T'潮水参,ll

.(.隻)水!.:.llnr 1枚 価.訟できず

小LullFEi 1枚 確;ttJ.できず

L-.I,二花:h=:.5′hJi' 2雀 経.訟でき

ずFl川瓜 幣花!.:5'lj: 45枚 維

認できずI.i:JHlllll参考Y,'1本 10-l枚帆訟できず (llLL-LI1羊[1FJiliu係でf利.)

lLll)'ノit:T.本 5枚 16lFiILJ.できずLJLliY:-血人lLILJL 】枚 碓 bJ.できず

帖 Y=.1色LLlq lH丈 ;別/-T二(141540001000:COR

PUSCHRISTlDAY)セヒヤli

J枚 価 ).できず七ヒヤll コロン倣 J枚

価 ).できず輪郭模4: l2:3枚

碓 I.できず'Ij:1'土人物 1

一枚 価 I.できずllLiiY.I.対F'rHllhl

44枚 価 ').できず人物l版等:lri



表 3 現存する画学校期所蔵粉本

作 字l 技は. 形態 日数 iI--.

礼 U:考作 liY.: =lf:[<̂]ズ】 彩 まくり

1枚 hi,7:校印あり作 liY- 諾

父l 形 まく) 1枚 Zli学校印あり楳 在勤 il･xl 彩 まく 1紹 (5耗) I刑ifT22叩. Jl'

?:校EJあり作 ｣† ～イl 階彩 まく 1枚 lii学校印あ

)lJ/yiI 濃 =i諺lRI 膳彩 まく) 1枚

明治221I-'. r'-"】l校EJあ )作者イ詳 イノI 必I叫 描彩 まくり 1枚 Fir/;

佼仁Jあり作 詳 #Jt.Al壬とも引刈 形 まく

1枚 捕 佼仁1あり作 :,Ti +'RT 形 まく 1枚

i/;枚E】あ二木Ll次郎 火ノJ捌lLZー 1叫 まくり 1枚 代 校E;1あ

)ill村}Ill JJ次'帆ー糾-xI-.二日 (l:Hi) 軸 まくり )枚 ri,)佼F

JありiJ1村).lTl】 Hij(放し仔ilズHlqh-.Jj(ごとJS) ELF)I

まくり 1枚 ElfI佼印ありiJtf.J■).ll】 1日}(放HTfl札/l二

,ll')j(Lri-JS) 弼 まくり 1枚 Llf-佼印ゐ)iJi村).ドl】 月汐(d:し俗I.XFL:A)∫(リとイ≠) 形 まく 1枚 Jl枚印あ

)iJi村}lI Jliクく風一行図卜一日 (リとイさ) lJlii.-,.別巻彩 まく

1枚 哨 tJ ありi尺寸す}I-IlI ))諺こ帆ーttl刈八 .F.-.))(Ti.イ≠) 州 ま

く 1枚 1卜;枚);ーあり_TiJJ 火 群イll‖刈(リi.イ≠)

l叫 まく 1枚 明約22年 哨 校にーあり射1 ; lTJliJtl史■)iJ.̂物llll迫l:像 柄 まくり ユ枚 一ノ､tl佼l;

】あり吹ll; 利l;J交iL図 (.irr=ur!J.雌biEi)

形 まくり 1枚 明汗)t2三川:- rJ-;;I校l三】あり作一r .iY-: ノ(雄雌l刈節 .:L.)9-.19;- 形 まくり I枚 Ji学

校E:】あり作 ,iY.: 卜′ヾ1,:lf:.けさl叫約六..'yy

_.汁 形 まくり l枚 zl学校仁】あり雌ll'(u排 日ノトー

両 まくり 1枚 iiと;佼l;】あり沢村人 lll 棉i/J､岱l刈 両 まくり l枚

事J 校E;】あり-_木ht(l■) 小心'lg乏鞄lLXl(リミ/-i) 形 まくり

1枚 i1;佼印ゐ二木hl ) 7hA:4:.IX】

階彩 まくり 1枚 IyJ的22年 軒'佼印あ作 iY,: 秋'Ji:HII水川 (鈴木松隼) 陀彩

まく 1枚 J学校印あ肪)--光,t助 水.

川ー水L.xI(Lj.謝.嘩柑) 膨彩 まく 1枚 再.';i:佼印ゐ上 l鳥人郎 iてXIげとイ声)

腿彩 まく 1枚 i学校印あり･Nlリ)之輔 lJl山巧竹林問 所 まく l枚 l学校印あ



【校刊】明治21年現在校有品調査控

※上記資料 13紙について墨書 ･朱書 ･印影を整理した｡

朱筆または押紙に示さjlた文字は ( )内に示 したoただし行頭の

○印は朱印､口は墨印､△は朱筆｡墨書による○印は◎で区別した｡

ミセケシは取 り消し線で示した｡

廿二年十一月調

校有品取調事件

董学校

《表紙裏》

京都府画学校

《押紙》此書類ハ写し潜ナリ｣

(末文円印 :吉田秀穀)

明治甘一年十二月未調査控 (末文方印 :深谷)
現在校有品調査

表紙共甘五枚

量数 原債

四冊 幌入 金壱円五拾銭

○芥子園画伝 甘参冊 同 金七円五拾銭

○字典

⊂)詩画肪

○巾箱小品
○漢画早学

○桐陰論画

○墨林今話

○鄭板橋集

○雁山国帖
○海倦画譜

〇四友画譜

四拾l肝 金五円参拾銭

五FEl 峡入

四冊 同

凹 冊 同

四冊 同

六冊 同

四冊 箱入

壱冊 箱人

参附

四冊
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金武円

金壱円

金壱円

金壱円五拾銭

金参円

金参円五拾銭

金参円

金七拾銭 (二)

金参円



◎図法一斑

◎ノ≡日器画法

○酉画指南

○維氏美学

○幼学綱要

△○奈留美加多

五一IrH･(○壱HlJJミ) 金壱円式拾銭

五肝 (○ナシ) 金壱円五拾銭

五一川･ 金七円五拾銭

武冊 金壱円六拾銭

七 Ifllj▲

五州 金壱円四拾銭

○排香館画譜 1些ⅧJ･峡入 金式円五拾戟

〇十八史客詳解 四冊 金五拾五銭

○閣Ⅰ酌 也誌略 参1m･ 金武姶武技五厘

〇日本地誌略 参冊 金武拾式銭五厘

○修身書 拾武仰 金八拾七銭五厘

○小嬰誠本 四冊 金拾ノし冊

○国史略字類 参冊 金七拾五銭

○簡団地誌略字引 壱冊 金六銭

○作文教授本 六冊 金九拾四銭武厘

01≡l本地誌略字引 壱冊 金八銭

○小学言銅ミ字引 壱冊 金八銭

◎筆算教授本 参冊 トの巻一肌 旧 り胤レ) 金四拾八銭

○画学南北排 就冊 金七拾銭

○画筆初歩 武冊 金武拾銭

◎上等画嬰本 式冊 (-)IEけ り) 金四拾銭

○画法階梯 八冊 金壱円武拾銭

○コース氏 画学洋書 壱lrrJ･(_7.1--枚) 金七円

○造化図画本 壱冊 金参円

○普通小畢画嬰本 四拾八仰

O円通帖 壱HH一

〇十竹斎画譜 拾六伸(峡入) 武円武治五銭

○雪菟硝法帖 壱Il什 壱円八拾銭

○歴代名媛図説 武肝 八拾銭

○晩笑堂画侍 武仰 壱円拾五銭

○耕作 (織)図

〇扶桑董人博

○現行頒宋規則書

○貴名前後赤壁法帖

○京都府管内全図

武 (壱)冊 (称人) 金武円

五仰 (峡人) 金壱円九拾五銭

参仰 金武円四拾銭

武川-峡入 金壱円P羽合銭

壱肝 金八拾銭
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(第3紙)

(ナシ)

(ナシ)

(ナシ)

シ

シ

シ

シ

シ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

(ナシ)



○訳本芥子園塾俸

明 治 甘 辛 新 暦

○鉛筆画本 洋綴

○小笠原流磯式結形写本

二冊○幾何教科書 (rH中火徳紫)

参冊

菅iPut

壱冊

壱冊 (藤山かし○)

壱都 (冊)

金武拾参冊 (ナシ)

金 島}

品川弥二郎氏寄贈 (ナシ)

金六拾四銭 (○同術式･-)

◎○小学算術書答式共 (.1,-JlIIL憎 )壱部 (五冊) 金七拾五銭 (芥式ノ第=_不,li)(ナシ)

○数学三千題

○隊列運動法 (松石著)

用器画法

○カウタ-氏著生理%=

(-HuTE)○新撰理科番

○ (中等)算術教科書 寺尾∃

○解剖摘要 図付
○小学図画階梯

告 辞f敦 君 宮 守 ,FF_t 悪 霊

壱部 (凹ffrT)

壱冊

四 仰

壱部 (-nlJ)

壱郭 (Arm)

壱部 (二粧)

袷-IM･(九Tlll)

拾参仰
=k-.立rl

○訓蒙罫画法 壱都 (n什)

○新古美術食品日 参 (川)冊

金八拾銭 (ナシ)

金武拾六壱千

金八拾四銭

金九姶五銭

金壱円匹l拾銭 (ナシ)

金壱 (釈)円武拾銭

金壱円五拾銭

(ナシ)

倉吉rT!

○学事年報書 廿壱冊

○勧業報告書 五冊

絵画雑誌吉 廿冊

○(雑誌諸規則書類) (萱箱)

同出uHuE莞 恰iTU.

O韮人峰年表 壱件 (枚)

○倭錦 壱冊 (杖)

不分In 疏水工事図面 壱冊

○芥子園写本 参冊

聖撃京北禦 書冊

○清書人名書 巻 (拭)潤

学校規則曽 於 冊

○壷微録 正続 二冊

○高等小学読本 八冊

○絵本英雄鑑 五冊

○武者魁図会 三冊

○尾形流百図 二冊

○物理学 宇田川著 壱冊

○植物学 壱冊
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金姶銭

金壱円就拾銭

壱円凹拾凹銭

七拾五銭

凹拾五銭

壱円四拾銭

廿五銭

(ナシ)



○動物学 壱冊

〇百鳥画譜 草野著 二伸

○小学毛筆画帖 巨勢著 十二冊

(⊃同 掛図 十二冊

廿五銭

○兵式体操教練

○/｣､学地理書 豊岡著

○小学日本史 新保著

○透視董法 宮島著

○考古董譜

○突氏幾何学 鈴木曽禰著

○花鳥画譜 幸野著

｡新訳理科吾

○松井昇臨画本

冊

皿川

川

川

一州
川

川

1

四

六

二

四

l

二

八拾銭

壱円拾五銭武厘

壱rTl拾武票

(○印勧業課土蔵長持中預リノ分△印本校現在)

董帽之部

品日

○楊元徳画

○江芥亭画

(⊃願｡Er,塞

○宗山響董

〇万士庶塞

○黄尊古壷

○楊醍挙画

○王雲谷画

○王蓮心画

○張月川画

○王三錫画

○紫芝山

○王中立画

量数

量幅

歪幡

豆幅

董 幅

萱帽

萱幅

董幅

萱帽

童幅

入棺

同

同

同

同

同

同

同

原借

金四拾五円

金百六拾円

金武拾円

金参拾五円

金四拾五円

金参拾五円

金治五円

金武拾五円

金参拾円

童帽 箱入 金参姶五円

劃 Ⅰ扇 同 金五円

童幅同 金七拾円

蓋幅同 金弐拾五円

(一冊)

(ナシ)

(ナシ)

(第6紙)

(ナシ)

(-EHr)

○観湛ノ図 直入臨模 萱帽同 金拾五円

○直入臨董山水 八帽 一箱入 金百参拾七円五拾戟

○張玉川画 萱幅 金武拾五円

○井南居士画 劃 Ⅰ喜 金六Fll

○蒋廷錫 ,進士官画扇面 萱幅 金拾参円
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○直入臨画呂洞賓画 童幅 金参円

○同上 鍾旭画 萱帽 金参円

-LlIll+
〇滴義絶書

○毛許軒壷

〇番董合作

劃屑 箱入 金匹胎 円

蓋帽同 金参拾円

壱枚

○花渓通人画 壱幅

○上述画 壱幅

○仝秋景山水 (雲樵) 壱帽

○仝舟遊画

○△紡績場画

○田中納言筆加茂祭画

○交h址画巻

金参袷就円五拾銭

金五拾五円

金九門

金匹l拾五銭

金参拾銭

金九胎銭

董巻 箱入 金拾円五拾銭

萱巻

○日蝕観測図 萱綴

○東京職工学校線法 萱 綴

○レッテル 重殺

○価都大博覧合図 一葉

雨森菊太郎贈遷

疋田小山贈遷

幸野楳嶺贈遣

褒賞ノ部

品EI

○奈良博覧会 褒状

〇二等賞牌

○奈良博覧会 褒状

〇二等賞牌

○和蘭図7ムステル府博覧会賞状

○同園 金牌

○英国愉敦商圏衛生博覧会
○京都美術会褒状

○名替記念牌

数

枚

箇

枚

箇

枚

箇

箇

枚

個

墨

壷

萱
萱

萱

萱

重

量

重

宝

受入年月

明治十五年
同年

間十六年

同年

同十七年

同年

同十八年

同廿年

同年

甘一年十一月廿七日 深谷省之助 (米文方印 探谷)
校長 (JR文l.]印 害Elト秀穀) 司計 (末文円印 小野滞)

兼而会計課ヨリ本校現在品取調

方照会有之候二付別冊調査候

間左実相漆へ同課-送付可致哉

兼而ハ御照会相成候本校現在品

取調書別冊之通二候間可然
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御取計相成度此段申添候也

年 月 日 校名

第二部会計課

木寺属殿

(末文円印･市LLl秀穀)(末文円印 .不託)(米文IXJF-lJ小野瀞)

校有品現在物品調書ハ左ノ書式

こヨリ御調整相成度候尤原

慣ノ不分明ノモノハ空罫二為申

置可然候右御答有候也

名称 数量 原借

廿一年十二月六 ET 会計課 (朱文円印 :木寺近信)(末文円印 頼家)

画学校御中

画手本ノ部

品日 枚数

□西洋婦人画 壱牧

口画学手本 五枚

⊂]セヒヤ画 壱牧

口西洋着色画 給電牧

口同 コロン版 壱牧

口輪郭模本 百武拾参牧

口写真人物 拾壱牧

口肖像画 壱牧

口運筆画帖 拾武肝

口菊生運筆帖 壱tFH.

口同 運筆手本 百 九拾 四枚

□北宗運筆手本 二百参拾牧

口南宗運筆手本 七百〇八枚

□草花菊生巻 武巻

□腕力練習画 凹 拾牧

口人物骨格法画 四拾牧

口模本参考画 百枚

口水鳥画 壱枚
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[コ小児画 壱枚

□宮内省納画第 四拾六牧

口西洋新聞画 四拾四枚

□人物中版募兵 拾八枚

□同 小版 式拾八枚

□西洋写真画 人物 拾壱牧

口田村画帖 六拾牧

口北宗画帖 武州･

□円山応挙花鳥第 四拾五枚

□応用画参考模本 百四枚

□運筆画学手本 百六拾四枚

[コ鶴ノ巻 竜巻

□試検生徒製画油画 壱括

□試検生徒製董唐紙 壱 括

口生徒納画絹本 山水花鳥 五枚

十六羅漢嘉 第五位一位 武枚

古墓臨模山水花鳥 六拾壱枚

模様罫董 三拾八枚

レッテル石版画 拾八枚

加茂行幸ノ図 寓壱巻

東宗霧生画 五拾武枚

博物館蔵版歴用画模本 拾五枚 壱円八十銭
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